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MANUAL 01
スクーミーボードのサポートについて

スクーミーボードを使うときに受けることができるサポートの全体像です

Hello SchooMy !

鐄伺傴

ؠشهع٭َٝ

؅⹨ׄع٭َئյ׽גזםׂם׼־ն✳ַ亠ֿ؂׌ױ׽ג䎎מ׿׆㯸ֿյ⫈ס׆
նַ׈דׂי׊تجؠؓ׼־غ٭ؤ鋗QR┖י׊㯸؅澬鏀⫈ס׆ע׍ױյע⺬㕙ַג

ؠشهء٤ِٚءٞو

ؠشه٭ذؠؾؤ

ؠشهتٚؠ

㵵⪌

㲔饧

ع٤ؗ؜ؓ٭ِ٭ؠت
ն׌ױ׽䑒釐ֵֿ׾׌؅⹦䐂ع٤ؗ؜յؓע׀כֹ✳؅غ٭ٍ٭ِ٭ؠت
նַ׈דׂי׊מֹ׻ַם׈扛ׂךס׾ַי׿־傴מغ٭؜

✳ַ亠ُ׌ךٜٖؓؼն
־յ؂׽ג׀颯ֿ٭ؙٚ
ؓ׼גזֵֿכ׆ַם׼
նַ׈דׂי׊تجؠ

׊ꝧ⪛؅٭ئ٤جגז⛼
穒綗؅סյ鐐갭鉮婊׽ג
י׊تجؠؓע亠ַג׊
նַ׈דׂ

־ַַףֻ✳יז׷ֹל
גַ✳׷׀כַם׼־؂
׀כ׾ֵֿ٭ذؠؾؤַ
նַ׈דׂי׊تجؠؓע

ٞو亠ַ✳סؠشٞه
⮆亠ֿ☼סء٤ِٚء
تجؠؓע⾒㕙ַם׼־
նַ׈דׂי׊

ַי׿׈孨榫מֹ׻סל
צ㰢׷䧗㵵亠嫎׷־ס׾
亠؅湳ַג׽㕙⾒ؠؓע
նַ׈דׂי׊تج

٭ِ٭ؠت٭ٞـ

ؓ؟٭ِ٭ؠت

https://hello.schoomy.com/

https://hello.schoomy.com/connectorbook

https://hello.schoomy.com/programmingbook

https://hello.schoomy.com/classbook

https://schoomygear.support/

HelloNo
10101

この冊子のバージョンは
00001です。

スクーミーでは、はじめてでも安心してプログラミングで課題
解決ができるように様々なサポートを用意しています。この冊
子とウェブページでサポートしていきます。

ؠشهمبٝ
׾׌٬丝杼׾׌鐐갭؅氦釤ס״ג׾⛼؅٭ئ٤ج
٭ؠتյ׵יׂם׊⪋ն⫈㯸؅頇׌ױַ✳מ׀כ
ն׌ױ׀ךֿכ׆׾釤׼־ؓ؟٭ِ

ם؆לյ־׾׀ךֿכ׆ם؆לך٭ئ٤جגז⛼
׌⪋ն⫈㯸؅頇׌ך㯸⫈׾״כױ؅־ג׊؅כ׆
ն׌ױ׀ךֿכ׆׾釤׼־ؓ؟٭ِ٭ؠتךכ׆׾
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3 スクーミーボードの実践では、スクーミーギアが大活躍します

スクーミーボードの導入では、ハロースクーミーが大活躍します

スクーミーギア
スクーミーボードを活用した課題
解決をサポートするウェブサービ
スです。

マイページ
スクーミーアカウントIDとPASS
でアクセスすることができます。
このページで各種サポートを受け
ることができます。

▼スクーミーギアをどのように使うか
※スクーミーボードを活用した課題解決の流れ

①どんな困ったことをセンサーで解決するか考え
る。（スクーミーギアにあるセンサーレシピ集を
参考にしてください）

②プログラミングをする（参考になりそうなセン
サーがあれば、プログラムをダウンロードする）

③スクーミーギアのチャットサポートやレク
チャーチケット、オンラインラボを活用しながら
センサーを完成させる。

④使ってみて、どんどんパワーアップさせる

⑤作ったセンサーをスクーミーギアに紹介する
・写真を撮影する
・動画を撮影する
・センサーの名前や説明をかく
・プログラムをアップロードする

センサーレシピ集
スクーミーボードを使って作った
センサーの事例を見ることができ
ます。

はじめまして。スクーミーのサポートをして
いるホワイトです。みんなからはホワイト先
生と呼ばれています。この説明書でも、特に
重要なところを説明します。

さて、となりの写真は、ハロースクーミーの
画面のイメージです。まずは、QRコードや検
索で、ハロースクーミーにアクセスしてみて
ください。

ハロースクーミーのウェブページの一番最初
に、検索ウィンドウがありますので、そこに、
HelloNoの数字やキーワードを入力すること
で、ページがでてきます。

わからないことがあったり調べたいことがあ
ればやってみてくださいね。

▼ハロースクーミーの最初の画面
https://hello.schoomy.com
※ハロースクーミーと検索しても出てきます

左ページの右上にあるHelloNo『10101』を、ハロースクーミーのペー
ジにある検索ウィンドウに入力して検索をおしてみてください。

また、説明書（この冊子）もハロースクーミーで確認することができます。
説明書の表紙にあるHelloNo『00001』を、ハロースクーミーのページ
にある検索ウィンドウに入力して検索をおしてみてください。

スクーミーギアは、スクーミーボードを
使うときにサポートしてくれます。くわ
しくはハロースクーミーを見てください。

HelloNo.
70101
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MANUAL 02
スクーミーボードにさわってみよう
スクーミーのプログラミングでは、スクーミーボードを使いま
す。どのように使っていくかの流れをを見ていきながら、色々
なアイテムの名前を確認していきましょう。

HelloNo
10103

1 スクーミーボードでさまざまなセンサーを作ることができます

スクーミーボード
コネクターをつなげてセンサー
を作ることができるコンピュー
ターです。

コネクター
さまざまな種類があります。
好きなものを組み合わせて使
うことができます。

Hello SchooMy !

2 コネクターをスクーミーボードにつなげてできることを考えます

コネクターケーブル
コネクターをのばして使うこと
ができます

・つなげるとこのようになります

・つなぐときはゆっくり、向きに注意してください

コネクターはさまざまな種類があ
ります。くわしくはハロースクー
ミーを見てください。

HelloNo.
70101

3

上

下

左 右



3 センサーの動きをプログラミングします

書きこみ機
作ったプログラムをスクーミー
ボードに登録することを書きこ
む（アップロード）と言います。

書きこみ機は、プログラムをス
クーミーボードに書きこむとき
に使ったり、スクーミーボード
に電気を流すときに使います。

書きこみ機ポート
書きこみ機のピンが、全てス
クーミーボードに入るように使
います。スクーミーボードの左
側にあります。

4 スクーミーギアで、センサーの作り方や使い方を見ることができます

センサー
スクーミーボードとコネクターをつなぎ、
プログラムを書き込んでできたものがセン
サーです。
センサーはコネクターやプログラムによっ
て様々な動作をさせることができます。

レシピ
センサーの作り方や使い方です。
動作するプログラムや工夫した
ところもみることができます。

プログラム
センサーを思い通りに動かすため
の設定をプログラムといい、それ
を作ることを「プログラミングを
する」と言います。

スクーミーギアで
シェアする

スクーミーボードが手元に届いたときは、初期設定プログラムが入っています。
そのため、最初はプログラミングをして書きこむことを行わなくても、スクーミー
ボードを動かすことができます。くわしくはハロースクーミーを見てください。

HelloNo.
10102
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MANUAL 03
スクーミーボードを動かしてみよう
スクーミーボードにコネクターをつなげることでセンサーを作
ることができます。ここではまず、明るさコネクターとLEDコ
ネクターをつなげてどんなセンサーができるかやってみます。

HelloNo
10104

1 明るいときにLEDが光り、暗いときはLEDが消えるセンサーを作ります

コネクターポート
コネクターポートは、スクー
ミーボードに４つあります。こ
こに、さまざまなコネクターを
つなぐことで、センサーを作る
ことができます。

左上のコネクターポート
：明るさコネクター

右下のコネクターポート
：LEDコネクター

2 書きこみ機を使って、スクーミーボードとパソコンをつなげます

Hello SchooMy !

パソコンにつなげると、スクーミーボードに電気
が流れて動かすことができます。このつなぎ方で、
右下のLEDが光ったら、成功です！

部屋が設定してある明るさより明るいと、LEDが
光るようにプログラミングされています。

LEDが光らなかったら以下のことをやってみてください。
①部屋を明るくする
②コネクターがしっかりつながっているか確認する
③電源を正しく取ることができているか確認する

正しい位置につなげましょう
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LEDが消えたら、成功です！

初期設定では、ある明るさになったらLEDが消えるよう
な設定（プログラミング）をしています。箱の中は暗い
ので、その設定した数より小さくなるので、LEDが光ら
なくなります。

LEDが消えなかったら以下のことをやってみてください。
①箱の中を暗くしたり、部屋を暗くする
②コネクターがしっかりつながっているか確認する
③電源を正しく取ることができているか確認する

3 作ったセンサーを箱の中に入れて、その中を見てみます

作ったセンサーをどのように使うのかを考えるときは、ス
クーミーギアがサポートします。

タブレットやパソコン、スマートフォンで、スクーミーギ
アを開いて、レシピナンバーを入力できるところに、２０
９と入力してみてください。

この仕組みを使ったセンサーを見ることができます。

２０９

3 コネクターケーブルを使って、箱の外にLEDを出します

3 このセンサーの仕組みで、色々な活用事例があるので見てみてください

明るさコネクターだけ
箱の中に入れておくパターン

LEDコネクターだけ
箱の外に出しておくパターン
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MANUAL 04
作ったセンサーを動かす方法
作ったセンサーを動かすために電気を流す方法は３種類ありま
す。使う場所にあった動かし方をすることができます。単四電
池を使うときには注意が必要です。

1

単四電池を使って動かす

コネクターポートを使って動かす

書き込み機を使って動かす

2

3

コンセントにつなげる モバイルバッテリーにつなげる

書きこみ機を使って動かすことができます

作ったセンサーを動かすために電気を流す方法は３種類あります

Hello SchooMy !

HelloNo
30104

microusbタイプのコードは各自で用意してください
※キットの中に入っている黒い延長コードではないの
で注意してください

コンセントにつなげる モバイルバッテリーにつなげる

3 コネクターポート使って動かすことができます

どのコネクターポートを使っても
電源を取ることができます。空い
ているところや使いやすいところ
を使ってください。
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裏 動かすときはこ
こに単四電池を
入れます

電源をON にして
ください

コネクターをぬくとき
や、プログラミングす
るとき、片付けるとき
は、電源を切って、電
池をぬいてください。

4 単四電池を使って動かすことができます

電源をOFFにして
ください

スクーミーボードに電池が入っていて電気
が流れている状態で、パソコンにつなげる
と故障の原因になります。
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CLASSBOOK 01
センサーを作って課題解決をします

Hello SchooMy !

手元にスクーミーボードが届いた時には初期モードになってお
り、このページのイラストのようにつなぐだけでセンサーを作
ることができます。この動きでセンサーを作ってみましょう。

1

2 タッチしたら光るつなぎかた（左上：タッチコネクター 右下：LEDコネクター）

明るさを７SEGに表示するつなぎかた（左上：明るさコネクター 右下：７SEGコネクター）

明るさコネクターの部分を明るくしたり、
暗くしたりしてみてください。

コネクターケーブルを
使ってこのようにつなげ
ることもできます。

例えば、教室の明るさを
調べ、過ごしやすい明る
さに管理してくれるセン
サーなどを作ることがで
きます。

タッチコネクターの銀色の部分を指でさわっ
てみてください。また金属や紙でもふれてみ
てください。

コネクターケーブルを
使ってこのようにつなげ
ることもできます。

例えば、消毒をすること
が楽しくなるセンサー
などを作ることができ
ます。

HelloNo
100101
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3

4 明るさを表示させ、暗くなったら光るつなぎかた

明るくなったら、LEDが光るつなぎかた（左上：明るさコネクター 右下：LEDコネクター）

（左上：明るさコネクター 右下：7SEG
コネクター 左下：LEDコネクター）

あらかじめ設定してある（プログラミング
してある）明るさになったらLEDが光りま
す。

コネクターケーブルを
使ってこのようにつなげ
ることもできます。

例えば、ペンの片付けを
サポートしてくれる光
るペン立てセンサーな
どを作ることができま
す。

あらかじめ設定してある（プログラミング
してある）明るさになったらLEDが光りま
す。その明るさを7SEGに表示します。

コネクターケーブルを
使ってこのようにつなげ
ることもできます。

例えば、部屋の明るさを
管理して、暗くなった
らLEDが光り教えてくれ
るセンサーなどを作る
ことができます。
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スクーミーIDE
作ったプログラムをスクーミー

ボードに書きこむシステム

スクーミーブロックエディター
スクーミーボードに書きこむプログラムをブロック
を組み合わせることで作ることができるシステム

この画面
から開く

ブロック
から文字
に変換

パソコンで、この
アイコンをクリッ
クしてください

PROGRAMMINGBOOK 01
プログラミングをする準備をする

おす
1

画面が開いたら、パソコンの画面
をこのようにします

3おす
2

1 スクーミーIDEをインストールします

Hello SchooMy !

書きこみ機でスクーミーとパ
ソコンをつなぐことで表示さ
れます。

それぞれのPCでちがった表示
になります。Windowsの場合
は、ここが、COMと表示され
ることがあります。

のところは、

HelloNo
20102

2 スクーミーIDEを開きます

2 スクーミーIDEの画面からブロックエディターの開き方

まず、スクーミーIDEをパソコンで使えるようにします。
ハロースクーミーに設定方法を説明していますので見ながら進めてください。

スクーミーボードは、スクーミーIDEでプログラムを作り、そ
のプログラムをスクーミーボードに書きこむことで動きます。
そのサポートをするのがスクーミーブロックエディターです。
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3 黄色の部分にあるメニューをクリックすると、ブロックが出てきます

これが、ブロック画面です。今後のアップデートなどでメニューの変更をする場合があり
ます。くわしくはハロースクーミーを見てください。最新版を見ることができます。

動作 光る・鳴る・動く エリア

計算 数 データ

センサー スイッチ 表示する

HelloNo.
10105
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LEDをピカピカ光らせてみよう
LEDをピカピカ光らせるプログラムを作ります。ピカピカ光
るということは光ったり、消えたりする動きですので、光る
時間・光らない時間をそれぞれ設定する必要があります。

CLASSBOOK 02

おす
1

ドラッグ&ドロップ
2

1

2

3

光る時間を設定するときは、待つブロックを使います

光る設定をするときは、LEDブロックを使います

光らない設定をするために、もう１度LEDブロックを使います

おす3

ドラッグ&ドロップ
4

3
数字をクリックして⼊⼒する

おす
5

ドラッグ&ドロップ
6

ここをパズルのように合わせ
てください。他のブロックも
同じです。つながると、カ
チっと音がします。くわしく
はハロースクーミーを見てく
ださい。

Hello SchooMy !

このように
つなげよう

HelloNo
100102

HelloNo.
50102
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4

5

6

光らない時間を設定するために、もう１度待つブロックを使います

光る・光らないの設定は、ブロックについているメニューで変えます

光らない時間を設定するために、待つブロックの数字を変えます

おす8

ドラッグ&ドロップ
9

数字をクリックして
3000に変える

7 プログラムが下のイラストのようにできたら、アップロードをおします

光るのとなりに出てくる⽮印をク
リックして、光らないに変える

7

アップロード

ブロックから
文字に置きかわる

書きこむ

10

11

1000で1秒です。2000で2
秒になります。100だと0.1
秒になります。数を設定し
て時間を決めます。

アップロードは、書きこ
むという意味です。くわ
しくはハロースクーミー
を見てください。

HelloNo.
10102

14



コネクターの値を表示させよう

コネクターで読み取った値を、目に見える形で表示させるこ
とができます。ここでは、明るさコネクターとタッチコネク
ターがどのような値を読み取るのかを調べます。

CLASSBOOK 03

おす
1

ドラッグ&ドロップ
2

おす
3

ドラッグ&ドロップ
4

1

2

3

センサーメニューから、明るさブロックを出して、組み合わせます

表示するメニューから、7SEGブロックを使います

表示させたい値を７SEGにつけることで、表示することができます

アップロード
5

Hello SchooMy !

このように
つなげよう

HelloNo
100103
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おす
1

ドラッグ&ドロップ
2

おす
3

ドラッグ&ドロップ
4

1

2

3

センサーメニューから、タッチブロックを出して、組み合わせます

コネクターが読み取った値を、パソコンに表示させます

アップロードして、書きこみが完了したら、シリアルモニターをおします

アップロード
5

シリアルモニター
6

このように
つなげよう

タッチセンサーにふれると、
シリアルモニターの０がど
のように変化するか調べて
みましょう。

シリアルモニターのくわし
い使い方はハロースクー
ミーを見てください。

HelloNo.
10102
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CLASSBOOK 04
読み取った値で動きを変えよう

明るさコネクターが読み取った値でLEDコネクターの動きを
変える動きを作ります。条件に合わせて動きを変えます。 if
文（イフ文）と言います。

1

2

3

エリアメニューから、２番目の不等式のブロックを出します

動作メニューから、もしならでなければブロックを出します

明るさコネクターのブロックをエリアブロックと組み合わせます

ドラッグ&ドロップ
2

おす
3

おす
5

ドラッグ&ドロップ
4

ドラッグ&ドロップ
6

おす
1

Hello SchooMy !

このように
つなげよう

HelloNo
100104
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4

5

6

値が２０より大きいときに、LEDコネクターが光るようにします

読み取った値とくらべる数値を考え、数ブロックを組み合わせます

値が２０より大きくないときは、LEDコネクターは光らないようにします

おす
7

ドラッグ&ドロップ
8

おす
9

ドラッグ&ドロップ
10

アップロード
11
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そうじが楽しくなるように、スクーミーを使って、
部屋やモノをパワーアップしよう！

ハロースクーミーで検索してく
ださい。実際に作ったセンサー
をみることができます。

HelloNo.
100105

ハロースクーミーで検索してく
ださい。実際に作ったセンサー
をみることができます。

HelloNo.
100106


